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漢
点
字
の
散
歩
（
十
五
）

岡
田

健
嗣

五

点

字

２

ド
イ
ツ
語
点
字

（
３
）

＊

本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
語
の
点
字
表
記
を
ご
紹
介
す
る
の

だ
が
、
ド
イ
ツ
語
の
表
記
に
つ
い
て
、
二
つ
の
約
束
事
を
決
め

て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、"
a
･
o
･
u
"

の
ウ
ム
ラ
ウ
ト(
変
音)

で
あ
る
。
通
常
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
はe

を
後
置
し
て
表
す
の

で
、
こ
こ
で
も
そ
れ
に
倣
う
。
従
っ
て"

a
e
･
a
e
u
･
o
e
･
u
e
"

と
い
う
表
記
に
な
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
語
で
は"

s
z
"

を
一
文
字
で

表
す
が
、
通
常
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
は"

B
"

を
代
用
し
て
当
て

る
。
し
か
し
本
稿
で
は
本
来
の"

B
"

と
の
混
同
を
避
け
る
た
め

に
、"
β
"

を
使
用
す
る
。
従
っ
て"

β
"

が
現
れ
た
と
き
は
、"

s

z
"

と
読
み
替
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
稿
で
は
、
〈
点
字
〉
を
ご
存
じ
な
い
皆
様
も
、
点
字

を
パ
タ
ー
ン
と
し
て
お
受
け
止
め
い
た
だ
け
れ
ば
充
分
で

す
。
点
字
で
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
読
み
取
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

前
回
は
、
ド
イ
ツ
語
点
字
の
略
字
の
う
ち
、
最
も
基
本
的
な

「
音
節
略
字
」
と
、
語
頭
部
の
み
に
使
用
さ
れ
る
「
前
綴
り
略

字
」
を
ご
紹
介
し
た
。

ド
イ
ツ
語
で
は
、
単
語
の
語
頭
部
の
綴
り
を
「
前
綴
り
」
、

語
幹
部
を
「
中
綴
り
」
、
語
尾
部
を
「
後
綴
り
」
と
呼
ぶ
。
音

節
略
字
は
単
語
の
ど
の
位
置
に
も
用
い
ら
れ
る
が
、
語
頭
部
、

あ
る
い
は
語
尾
部
に
の
み
用
い
ら
れ
る
略
字
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
「
前
綴
り
略
字
」
、
「
後
綴
り
略
字
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
ド

イ
ツ
語
点
字
で
は
こ
れ
以
降
、
一
つ
の
点
字
符
号
の
重
用
が
認

め
ら
れ
る
。(

前
回
の
拙
文
を
ご
参
照
下
さ
い
。)

⑤
後
綴
り
略
字

ド
イ
ツ
語
に
は
、
格
変
化
語
尾
や
活
用
語
尾
の
他
に
、
数
多

く
の
語
尾
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
「
後
綴
り
」
と
呼

ぶ
。
ド
イ
ツ
語
点
字
で
は
、
こ
の
後
綴
り
を
略
字
化
し
て
、

「
後
綴
り
略
字
」
と
し
て
用
い
る
。
こ
れ
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
る
。(

綴
り
、
略
字
、
事
例
の
順)

後
綴
り
略
字
グ
ル
ー
プ
一

h
a
f
t

h
f

g
l

b
h
f
(
g
l
a
u
b
h
a
f
t
)

t
l
h
f

(
t
e
i
l
h
a
f

t
i
g
)

h
e
i
t

h
h
(
e
i
n
h
e
i
t
)

h
c
(
e
i
n
h
e
i
t
e
n
)

f
r

h

(
f
r
e
i
h
e
i
t
)
f
r
h
s
d
r
g
(
f
r
e
i
h
e
i
t
s
d
r
a
n
g
)

k
e
i
t

k
f
r

d
k
(
f
r
e
u
d
i
g
k
e
i
t
)

h
k
(
e
i
n
h
e
i
t

－ １ －



ルイ・ブライユの点字表

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
１： Upper4

Aa Bb Cc Dd Ee Ff Gg Hh Ii Jj

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
２： ＋

Kk Ll Mm Nn Oo Pp Qq Rr Ss Tt

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
３： ＋

Uu Vv Xx Yy Zz ge es em β st

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40
４： ＋

au eu ei ch sch ein er ue oe Ww

41 42 43 44 45 46 47 48 49 50
５： Lower4

， ； ： un or an eh te in ar

51 52 53 54 55 56
６：

aeu ie ich ae des im

57 58 59 60 61 62 63
７：

ig lich ck ach

l
i
c
h
k
e
i
t
)

l
u

b
k
c
(
l
u
s
t
b
a
r
k
e
i
t
e
n
)

n
i
s

x
b
x
(
e
r
g
e
b
n
i
s
)

h
m
x
s
e

(
g
e
h
e
i
m
n
i
s
s
e
)

b
x
l
o
s

k
(
e
r
g
e
b
n
i
s
l
o
s

i
g
k
e
i
t
)

s
a
m

(
e
i
n
s
a
m
)

c
(
v
e
r
e
i
n

s
a
m
e
n
)

g
r

k
(
g
r
a
u
s
a
m
k
e
i
t
)

s
c
h
a
f
t

b
r
g

(
b
u
e
r
g
s
c
h
a
f
t
)

k

d
c
(
k
u
n
d
s
c
h
a
f
t
e
n
)

b
r
g

s
(
b
u
e
r
g
s

c
h
a
f
t
s
s
c
h
e
i
n
)

u
n
g

u
f

u
(
f
o
r
s
c
h
u
n
g
)

f
d

u
c

(
f
o
r
d
e
r
u
n
g
e
n
)

f
u
s

b
x
s
e
(
f
o
r
s
c
h
u
n

g
s
e
r
g
e
b
n
i
s
s
e
)

後
綴
り
略
字
の
グ
ル
ー
プ
一
は
、
使
用
に
制
限

が
な
い
。
自
在
に
語
幹
に
接
続
し
た
り
、
略
字
と

略
字
を
接
続
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

後
綴
り
略
字
グ
ル
ー
プ
二

f
a
l
l
s

f
k

f
(
k
e
i
n
e
s
f
a
l
l
s
)
e
b
c
f

(
e
b
e
n
f
a
l
l
s
)

m
a
l

m
m
(
e
i
n
m
a
l
)

d
r
m
(
d
r
e
i
m
a
l
)

w
a
e
r
t
s

w
a
b
w
(
a
b
w
a
e
r
t
s
)

w
(
e
i
n
w
a
e
-

r
t
s
)

l
d

w
(
l
a
n
d
e
i
n
w
a
e
r
t
s
)

－ ２ －



後
綴
り
略
字
の
グ
ル
ー
プ
二
は
、
そ
の
後
ろ
に
綴
り
を
続
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
場
合
は
略
字
を
解
消
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。"

m
"

は
、"

m
"

と
し
て
語
尾"

m
a
l
i
g
"

、"
m
s
"

と

し
て
語
尾"

m
a
l
s
"

と
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た"

f
o
r
m
a
l
,

n
o
r
m
a
l
,
d
e
z
i
m
a
l
"

に
は
、"

m
"

を
使
用
で
き
ず
、
綴
り
字
通

り
に
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。(

詳
細
は
解
説
書
参
照
。)

後
綴
り
略
字
グ
ル
ー
プ
三

a
t
i
o
n

n
n

n
(
N
a
t
i
o
n
)
r

n
a
l
(
r
a
t
i
o
n
a
l
)

a
t
i
v

v
r
y

v
(
r
e
l
a
t
i
v
)

s
u
p

l
v
e
(
s
u
p
e
r
l
a
-

t
i
v
e
)

i
s
m
u
s

i
h
u
m

i
(
h
u
m
a
n
i
s
m
u
s
)

g
i
(
o
r
g
a
-

n
i
s
m
u
s
)

i
s
t
i
s
c
h

h
u
m

(
h
u
m
a
n
i
s
t
i
s
c
h
)

t
r
u

(
a
l
t
r
u
n
g
i
s
t
i
s
c
h
)

i
t
a
e
t

i
v

s
(
u
n
i
v
e
r
s
i
t
a
e
t
)

n
t
r

(
n
e
u
t
r
a
l
i
t
a
e
t
)

i
o
n

j
p
c
s
j
(
p
e
n
s
i
o
n
)

j
(
u
n
i
o
n
)

s
e
k
t
j
c

(
s
e
k
t
i
o
n
e
n
)

後
綴
り
略
字
の
グ
ル
ー
プ
三
は
、
外
来
語
の
語
尾
と
し
て
用

い
ら
れ
る
。
後
ろ
に
語
尾
や
他
の
語
が
接
続
す
る
こ
と
も
で
き

る
。

後
綴
り
は
、
ド
イ
ツ
語
に
と
っ
て
、
語
の
性
格
を
決
め
る
大

き
な
要
素
で
あ
る
。"

h
a
f
t
,
s
a
m
"

は
形
容
詞
を
、"

h
e
i
t
,

k
e
i
t
,
n
i
s
,
s
c
h
a
f
t
,
u
n
g
"

は
動
詞
の
語
幹
に
つ
い
た
り
名

詞
に
付
い
た
り
し
て
、
女
性
名
詞
を
作
る
語
尾
で
あ
る
。
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
に
接
続
す
る
語
や
語
幹
、
語
尾
に
も
選
択
制
が
あ

る
。
グ
ル
ー
プ
一
の
略
字
は
そ
の
意
味
で
、
ド
イ
ツ
語
元
来
の

原
則
に
従
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
グ
ル
ー
プ
三
の

略
字
も
、
同
様
に
用
い
ら
れ
る
。

⑥
一
マ
ス
略
字

「
一
マ
ス
略
字
」
と
は
、
単
語
あ
る
い
は
語
幹
を
一
マ
ス
で

表
す
略
字
で
あ
る
。
一
マ
ス
の
点
字
符
号
で
表
さ
れ
る
の
は
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
拡
張
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
文
章
記
号
に
加

え
て
、
音
節
略
字
で
あ
っ
た
。
先
の
「
前
綴
り
略
字
と
「
後
綴

り
略
字
」
の
項
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
さ
ら
に
一
つ
の
点
字

符
号
を
、
多
重
化
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

ド
イ
ツ
語
の
単
語
に
は
、
語
尾
や
他
の
語
と
の
接
続
は
な
く

独
立
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
と
、
語
尾
を
取
っ
た
り
他
の
語
と

接
続
す
る
も
の
と
に
大
別
で
き
る
。
そ
の
数
は
後
者
が
圧
倒
的

に
多
い
が
、
文
章
中
で
は
要
所
要
所
を
前
者
が
占
め
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
一
マ
ス
略
字
は
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
使

用
さ
れ
る
。

点
字
符
号
、
単
語
の
順
に
ご
紹
介
す
る
。

－ ３ －



一
マ
ス
略
字
グ
ル
ー
プ
一

c
s
i
c
h
,

d
d
a
s
,

e
d
e
n
,

j
j
e
t
z
t
,

k
k
a
n
n
,

l
l
a
e
β
t
,

m
m
a
n
,

o
o
d
e
r
,

r
d
e
r
,

s
s
i
e
,

w
w
a
s
,

d
a
β
,

i
s
t
,

a
l
s
,

s
c
h
o
n
,

u
m
,

i
h
m
,

d
e
s
,

i
m
,

a
u
c
h
,

d
i
e
,

i
c
h

以
上
の
二
二
個
の
点
字
符
号
が
、
グ
ル
ー
プ
一
の
一
マ
ス
略

字
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
前
述
の
通
り
、
語
尾
変
化
や
他
の
語
と

の
接
続
が
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
後
ろ
に
続
く
の
は
、
句
読

符
号
や
文
章
符
号
に
限
ら
れ
る
。

一
マ
ス
略
字
グ
ル
ー
プ
二

a
a
b
e
r
,

b
b
e
i
,

f
f
u
e
r
,

g
g
e
g
e
n
,

n
n
i
c
h
t
,

p
s
o
,

q
v
o
l
l
,

t
m
i
t
,

u
u
n
d
,

v
v
o
n
,

x

i
m
m
e
r
,

z
z
u
,

g
e
w
e
s
e
n
,

d
e
m
,

a
u
f
,

w
i
e
,

d
u
r
c
h
,

u
e
b
e
r
,

u
n
t
e
r
,

v
o
r
,

m
e
h
r
,

w
a
r

以
上
の
二
二
個
の
点
字
符
号
が
、
グ
ル
ー
プ
二
の
一
マ
ス
略

字
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
単
独
に
単
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
と

も
に
、
分
離
動
詞
や
そ
の
他
の
複
合
語
の
要
素
と
も
な
る
。
そ

の
場
合
、
こ
れ
ら
の
点
字
符
号
が
一
マ
ス
略
字
で
あ
る
こ
と

が
、
触
読
者
に
知
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
の

点
字
符
号
が
一
マ
ス
略
字
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
符
号
で
あ

る
「
告
知
符
号

(

二
の
点)

(
A
k
p
.
)

」(
A
n
k
u
e
n
d
i
g
u
n
g
s
p
u
n
-

k
t
)

が
前
置
さ
れ
る
。
告
知
符
号(

A
k
p
.
)

は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ

二
の
一
マ
ス
略
字
と
他
の
文
字
や
略
字
と
を
区
別
す
る
た
め
に

用
い
ら
れ
る
符
号
で
あ
る
の
で
、
グ
ル
ー
プ
二
の
略
字
が
複
合

語
の
先
頭
と
二
つ
目
に
続
け
て
配
置
さ
れ
る
場
合
は
、
先
頭
の

略
字
に
前
置
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
し
一
マ
ス
略
字
が
先

頭
か
ら
二
つ
並
ぶ
場
合
で
も
、"

m
e
h
r

･
u
n
t
e
r

"

の
二
つ

の
略
字
が
先
頭
に
あ
る
と
き
は
、
句
読
符
号
な
ど
と
の
混
同
を

避
け
る
た
め
に
、
こ
の
告
知
符
号

(
A
k
p
.

二
の
点)

を
前
置

す
る
。
例
：

f
s

(
f
u
e
r
s
o
r
g
e
)

b
c
(
b
e
i
s
t
e
h
e
n
)

p
g
a
r
(
s
o
g
a
r
)

t
t

l
c
(
m
i
t
t
e
i
l
e
n
)

h
(
h
i
n
d
u
r

c
h
)

h
(
h
e
r
u
e
b
e
r
)

g
(
e
n
t
g
e
g
e
n
)

g

l
c
(
e
n
t
g
e
g
e
n
e
i
l
e
n
)

n
u
(
v
e
r
n
i
c
h
t
u
n
g
)
t

z
t

l
c

(
m
i
t
z
u
t
e
i
l
e
n
)

p
(
s
o
w
i
e
)

z
(
z
u
d
e
m
)

b
z

c
(
b
e
i
z
u
s
t
e
h
e
n
)

h
(
m
e
h
r
h
e
i
t
)

m
s
(
m
e
h
r

m
a
l
s
)

w
d
(
m
e
h
r
a
u
f
w
a
n
d
)

z
t

c

(
u
n
t
e
r
z
u
t
a
u
c
h
e
n
)

d
n
u
(
u
n
t
e
r
o
r
d
n
u
n
g
)

d

n
u
(
u
n
o
r
d
n
u
n
g
)

q
c
d
e
t
(
u
n
v
o
l
l
e
n
d
e
t
)

h
e
r
(
v

o
r
h
e
r
)

単
語"

q
(
v
o
l
l
)
"

と"
(
w
a
r
)
"

は
、
し
ば
し
ば
変
音(

u
m
l
a
u

－ ４ －



t
)

す
る
。
こ
の
場
合
は
、
「
変
音
符
号

(

五
の
点)

」
を
前
置

し
て
表
す
。
例
：

q
(
v
o
e
l
l
i
g
)

q
e
(
u
e
b
e
r
v
o
e
l
l
e
)

e
(
w
a
e
r
e
)

c
(
w
a
e
r
e
n
)

一
マ
ス
略
字
グ
ル
ー
プ
三

h
h
a
t
t
,

h
a
e
t
t
,
i

i
h
r
,
y

w
e
l
c
h
,

s
e
i
n

以
上
の
五
つ
の
点
字
符
号
が
、
グ
ル
ー
プ
三
の
一
マ
ス
略
字

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
格
変
化
語
尾
や
活
用
語
尾
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
例
：

h
e
(
h
a
t
t
e
)
,
h
c
(
h
a
t
t
e
n
)
,
h
e

(
h
a
t
t
e
s
t
)
,

e
(
h
a
e
t
t

e
)
,

c
(
h
a
e
t
t
e
n
)
,

e
(
h
a
e
t
t
e
s
t
)
,
i
e
(
i
h
r
e
)
,
i

(
i
h
r
e
m
)
,

i
(
i
h
r
e
s
)
,
y
e
(
w
e
l
c
h
e
)
,
y

(
w
e
l
c
h
e
r
)

y
(
w
e
l
c
h
e
s
)
,

e
(
s
e
i
n
e
)
,

c
(
s
e
i
n
e
n
)
,

(
s
e
i
n

e
s
)

以
上
一
マ
ス
で
単
語
と
語
幹
を
表
す
略
字
を
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
ご
紹
介
し
た
が
、
ド
イ
ツ
語
の
特
徴
で
あ
る
格
変

化
と
そ
れ
に
伴
う
活
用
を
略
字
で
表
す
に
は
、
こ
れ
だ
け
で
は

如
何
に
も
少
な
い
。
こ
こ
で
言
う
グ
ル
ー
プ
三
と
同
様
の
働
き

を
す
る
略
字
が
、
さ
ら
に
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。

⑦
コ
ン
マ
略
字
と
語
幹
略
字

ａ
．
コ
ン
マ
略
字

一
マ
ス
略
字
の
グ
ル
ー
プ
一
は
、
単
独
の
単
語
を
表
す
点
字

符
号
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
二
は
、
複
合
語
の
要
素
と
な
る
単
語

を
表
す
点
字
符
号
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
三
は
、
格
変
化
語
尾
や

活
用
語
尾
を
伴
う
語
幹
略
字
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
二
が
複
合
語

の
要
素
と
な
る
場
合
、
一
マ
ス
略
字
で
あ
る
こ
と
を
予
め
示
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
告
知
符
号

(
A
k
p
.

二
の

点)

」
が
前
置
さ
れ
る
。

以
下
に
ご
紹
介
す
る
略
字
は
、
一
マ
ス
略
字
の
グ
ル
ー
プ
一

と
三
、
そ
し
て
単
語
で
も
あ
る
音
節
略
字
の
幾
つ
か
に
、
「
告

知
符
号

(
A
k
p
.

二
の
点)

」
を
前
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
全
て
グ
ル
ー
プ
三
と
同
様
に
、
格
変
化
語
尾
や
活
用
語

尾
を
伴
う
「
語
幹
略
字
」
で
あ
る
。
「
一
マ
ス
略
字
グ
ル
ー
プ

一
」
と
、
し
っ
か
り
区
別
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
前
置

さ
れ
る
点
字
符
号

(

二
の
点)

が
「
コ
ン
マ
」
と
同
じ
符
号
で

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
略
字
は
「
コ
ン
マ
略
字
」
と
呼
ば
れ

る
。
以
下
の
ご
紹
介
で
は
、
同
じ
点
字
符
号
の
一
マ
ス
略
字
と

比
較
で
き
る
よ
う
、
括
弧
内
に
一
マ
ス
略
字
も
示
し
た
。

コ
ン
マ
略
字(

括
弧
内
は
、
一
マ
ス
略
字)

d
d
u
e
r
f
(
d

d
a
s
)
,

e
s
e
t
z
(
e

d
e
n
)
,

h
h
a
b

(
h
h
a
t
t
)
,

i
s
i
t
z
(
i
i
h
r
)
,

k
k
o
e
n
n
(
k
k
a
n
n
)
,

l
l
a
β
･
l
a
s
s
(
l

l
a
e
β
t
)
,

m
m
u
e
β
･
m
u
e
s
s
(
m

－ ５ －



m
a
n
)
,

o
w
o
l
l
(
o

o
d
e
r
)
,

r
f
a
h
r
(
r

d
e
r
)
,

s
s
o
l
l
(
s

s
i
e
)
,

w
w
e
r
d
(
w

w
a
s
)
,

y
s
t
e
l
l

(
y

w
e
l
c
h
)
,

s
p
r
e
c
h
(

d
a
β
)
,

s
t
a
n
d

(
i
s
t
)
,

w
e
i
s
(

a
l
s
)
,

s
c
h
r
i
e
b

(
s
c
h
o
n
)
,

e
i
n
a
n
d
e
r
(

e
i
n
)
,

a
n
d
e
r

(
e
r
)
,

m
o
e
g
(

s
e
i
n
)
,

b
r
a
u
c
h
(

a
u
c
h
)
,

s
p
i
e
l
(

d
i
e
)
,

r
i
c
h
t
(

i
c
h
)
,

i
n
t
e
r
e
s
s
(

i
n
)

以
上
の
二
三
個
の
点
字
符
号
が
、
コ
ン
マ
略
字
で
あ
る
。
こ

の
中
の
幾
つ
か
は
、
母
音
が
変
音(
ウ
ム
ラ
ウ
ト)

す
る
。
そ
の

場
合
、
一
マ
ス
略
字
の
グ
ル
ー
プ
三
に
倣
っ
て
、

(

二
の
点)

の
代
わ
り
に

(

五
の
点)

を
前
置
し
て
表
す
。

変
音
コ
ン
マ
略
字

l
l
a
e
β
･
l
a
e
s
s
,

r
f
a
e
h
r
,

s
t
a
e
n
d
,

a
e
n
d
e
r
,

b
r
a
e
u
c
h

こ
れ
ら
の
コ
ン
マ
略
字
は
語
幹
略
字
で
あ
る
の
で
、
格
変
化

語
尾
、
あ
る
い
は
活
用
語
尾
が
接
続
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
は

複
合
語
も
作
る
。
そ
ん
な
場
合
は
、
一
マ
ス
略
字
の
グ
ル
ー
プ

二
の
原
則
に
沿
っ
て
扱
わ
れ
る
。
例
：

e
c
(
s
e
t
z
e
n
)
,

i
t
(
s
i
t
z
t
)
,

k
(
k
o
e
n
n
t
e
)
,

d
t
c
(
d
u
e
r
f
t
e
n
)
,

c
d
(
s
p
i
e
l
e
n
d
)
,

t
(
b
r
a
u
c
h

t
)
,

y
c
(
b
e
s
t
e
l
l
e
n
)
,

(
a
n
s
t
a
n
d
)
,

c
(
v
e
r
s
p
e
c
h
e
n
)
,

c
(
a
u
s
r
i
c
h
t
e
n
)
,

d
x
(
b
e
d

u
e
r
f
n
i
s
)
,

i
t
u
m
(
b
e
s
i
t
z
t
u
m
)
,

(
v
e
r
b
r
a
u
c

h
e
r
)
,

r
u
(
e
r
f
a
h
r
u
n
g
)
,

w
e
g

g
(
w
e
r
d
e
g
a
n
g
)
,

p
l
a
n
(
s
p
i
e
l
p
l
a
n
)
,

r
(
g
e
f
a
e
h
r
t
e
)
,

(
b
e
s
t
a
e
n
d
i
g
)
,

(
g
e
b
r
a
e
u
c
h
l
o
c
h
)
,

u

c
(
v
e
r
a
e
n
d
e
r
u
n
g
e
n
)
,
g

(
g
e
g
e
n
s
t
a
n
d
)
,
b

y
c
(
b
e
i
s

t
e
l
l
e
n
)
,
t

(
m
i
t
e
i
n
a
n
d
e
r
)
,

r
c
(
d
u
r
c
h
f
a
h
r
e

n
)
,

c
(
u
n
t
e
r
s
c
h
r
i
e
b
e
n
)
,

v
(
m
e
h
r

v
e
r
b
r
a
u
c
h
)
,
g

e
(
g
e
g
e
n
s
t
a
e
n
d
e
)
,

r
(
d
u
r
c
h
f

a
e
h
r
s
t
)
,

e
(
u
n
t
e
r
s
t
a
e
n
d
e
)

ｂ
．
変
化
語
尾
を
伴
う
一
マ
ス
語
幹
略
字

以
下
に
ご
紹
介
す
る
一
マ
ス
略
字
は
、
変
化
語
尾
、
あ
る
い

は
後
綴
り
を
伴
う
語
幹
略
字
で
あ
る
。
こ
の
点
字
符
号
の
多
く

が
一
マ
ス
略
字
に
属
し
て
い
る
の
で
、
比
較
の
た
め
に
括
弧
内

に
そ
れ
を
示
す
。

変
化
語
尾
を
伴
う
一
マ
ス
語
幹
略
字

a
a
l
l
(
a
b
e
r
)
,
a
e
(
a
l
l
e
)
,
a

(
a
l
l
e
m
)
,
a
c
(
a
l
l
e
n
)
,

a
(
a
l
l
e
r
)
,
a

(
a
l
l
e
s
)
,
a

(
a
l
l
e
i
n
)
,
a
c
f
(
a
l
l
e
n
f

a
l
l
s
)
,
a
d

g
s
(
a
l
l
e
r
d
i
n
g
s
)
,
a
e
s
a
m
t
(
a
l
l
e
s
a
m
t
)
,

a
e
m
(
a
l
l
e
m
a
l
)

b
e
s
o
n
d
e
r
(
b
e
)
,

e
(
b
e
s
o
n
d
e
r
e
)
,

(
b
e
s
o
n
d
e

－ ６ －



r
e
m
)
,

c
(
b
e
s
o
n
d
e
r
e
n
)
,

(
b
e
s
o
n
d
e
r
e
r
)
,

(
b
e

s
o
n
d
e
r
e
s
)
,

s
(
b
e
s
e
n
d
e
r
s
)
,

h
(
b
e
s
o
n
d
e
r
h
e
i
t
)
,

s
e
(
i
n
s
b
e
s
o
n
d
e
r
e
)

d
i
e
s
(
d
i
e
)
,

e
(
d
i
e
s
e
)
,

(
d
i
e
s
e
m
)
,

c
(
d

i
e
s
e
n
)
,

(
d
i
e
s
e
r
)
,

(
d
i
e
s
e
s
)
,

h
b
(
d
i
e

s
e
r
h
a
l
b
)
,

m
(
d
i
e
s
m
a
l
)
,

m
(
d
i
e
s
m
a
l
i
g
)

m
o
e
c
h
t
(
d
u
r
c
h
)
,

e
(
m
o
e
c
h
t
e
)
,

c
(
m
o
e
c
h
t
e

n
)
,

e
(
m
o
e
c
h
t
e
s
t
)
,

e
t
(
m
o
e
c
h
t
e
t
)
,

e
(
v
e
r
m

o
e
c
h
t
e
)
,

c
(
v
e
r
m
o
e
c
h
t
e
n
)

u
w
u
r
d
(
u
n
d
)
,
u
e
(
w
u
r
d
e
)
,
u
c
(
w
u
r
d
e
n
)
,
u
e

(
w
u
r
d

e
s
t
)
,
u
e
t
(
w
u
r
d
e
t
)

w
u
e
r
d
(
u
e
b
e
r
)
,

e
(
w
u
e
r
d
e
)
,

c
(
w
u
e
r
d
e
n
)
,

e
(
w
u
e
r
d
e
s
t
)
,

e
t
(
w
u
e
r
d
e
t
)
,

e
l
o
s
(
w
u
e
r
d
e
l

o
s
)
,

e
q
(
w
u
e
r
d
e
v
o
l
l
)

以
上
の
六
個
の
う
ち
五
個
の
一
マ
ス
語
幹
略
字
は
、
変
化
語

尾
、
あ
る
い
は
後
綴
り
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
一
マ
ス
略
字
を
表

す
点
字
符
号
で
あ
る
。

も
、
音
節
略
字"

b
e
"

で
あ
る
。
こ
こ

に
見
る
よ
う
に
こ
れ
ら
は
、
ド
イ
ツ
語
の
文
章
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
語
で
あ
る
。
点
字
符
号
の
機
能
の
重

層
化
は
、
そ
れ
だ
け
略
字
化
す
べ
き
語
の
多
さ
を
物
語
っ
て
い

る
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
体
系
を
マ
ス
タ
ー
で
き
れ
ば
、

ド
イ
ツ
語
の
点
訳
書
を
、
自
在
に
読
み
こ
な
す
可
能
性
を
指
示

し
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

ｃ
．"

j
e
n
i
g
"

と"
s
e
l
b
"

"
j
e
n
i
g
"

と"
s
e
l
b
"

は
、
定
冠
詞
と
結
合
し
て
、
前
者
は

「
他
な
ら
ぬ
そ
の
」
、
後
者
は
「
と
結
局
同
じ
こ
と
」
と
い
う

意
味
の
複
合
語
を
作
る
。

j
j
e
n
i
g
,

r
j
e
(
d
e
r
j
e
n
i
g
e
)
,

j
e
(
d
i
e
j
e
n
i
g
e
)
,

d
j
e
(
d
a
s
j
e
n
i
g
e
)
,

r
j
c
(
d
e
r
j
e
n
i
g
e
n
)
,

j
c
(
d
i
e
j
e
n
i
g

e
n
)
,

j
c
(
d
e
s
j
e
n
i
g
e
n
)
,

j
c
(
d
e
m
j
e
n
i
g
e
n
)
e
j
c
(
d
e
n

j
e
n
i
g
e
n
)

s
s
e
l
b
,

r
s
e
(
d
e
r
s
e
l
b
e
)
,

s
e
(
d
i
e
s
e
l
b
e
)

d
s
e

(
d
a
s
s
e
l
b
e
)

s
c
(
d
e
s
s
e
l
b
e
n
)

s
c
(
d
e
m
s
e
l
b
e
n
)

e
s
c
(
d
e
n
s
e
l
b
e
n
)

r
s

e
(
d
e
r
s
e
l
b
i
g
e
)

s
e
(
d
i
e
s
e
l

b
i
g
e
)

d
s

c
(
d
a
s
s
e
l
b
i
g
e
n
)

s
e
(
d
e
s
s
e
l
b
i
g
e
)

s
c
(
d
e
m
s
e
l
b
i
g
e
n
)

以
上
は
、
定
冠
詞
と
と
も
に
複
合
語
を
作
る
語
の
略
字
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
単
語
と
し
て
理
解
す
れ
ば
よ
い
。

（"
L
e
i
t
f
a
d
e
n
d
e
r
B
l
i
n
d
e
n
v
o
l
l
s
c
h
r
i
f
t
"
u
n
d
"
K
u
r
z
s
c

h
r
i
f
t
"

1
9
7
3
B
l
i
n
d
e
n
s
t
u
d
i
e
n
a
n
s
t
a
l
t

M
a
r
b
u
r
g
L
a

h
n

）

（
続
く
）

－ ７ －



点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離
（
七
二
）

著
作
権
法
改
正
（
中
）

山
内

薫
（
墨
田
区
立
あ
ず
ま
図
書
館
）

今
回
の
著
作
権
法
の
改
正
は
大
き
く
以
下
の
三
つ
の
柱
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

（
一)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
著
作
物
利
用
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
の
措
置

（
二
）
違
法
な
著
作
物
の
流
通
抑
止
の
た
め
の
措
置

（
三
）
障
害
者
の
情
報
利
用
の
機
会
の
確
保
の
た
め
の
措
置

こ
の
（
三
）
が
図
書
館
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
係
わ
る
の
だ

が
、
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
次
の
よ
う
に
現
行
と
改
正

後
の
違
い
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
u
n
k

a
.
g
o
.
j
p
/
c
h
o
s
a
k
u
k
e
n
/
2
1
_
h
o
u
k
a
i
s
e
i
.
h
t
m
l

）

「
技
術
の
進
展
に
伴
う
障
害
者
に
よ
る
著
作
物
等
の
利
用
方

法
の
多
様
化
や
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
を
巡
る
状
況
を

踏
ま
え
、
障
害
者
の
情
報
格
差
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
回
の
改
正
で
は
、
障
害
者
の
た
め
に
権
利
者

の
許
諾
を
得
ず
に
著
作
物
等
を
利
用
で
き
る
範
囲
を
抜
本
的
に

見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。
」
と
し
て
表
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
表
は
現
行
と
改
正
後

に
分
け
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
解
説
が
付
さ
れ
、
特
に
矢

印
の
後
は
青
い
文
字
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。

◆
視
覚
障
害
者
関
係
（
第
三
七
条
第
三
項
）

障
害
の
種
類

（
現
行
）
視
覚
障
害
者

（
改
正
後
）

視
覚
障
害
者
そ
の
他
視
覚
に
よ
る
表
現
の
認
識

に
障
害
の
あ
る
者

⇒

発
達
障
害
、
色
覚
障
害
等
も
対
象
に

複
製
等
が
認
め
ら
れ
る
主
体

（
現
行
）
点
字
図
書
館
等
の
視
覚
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
目

的
と
す
る
施
設
（
政
令
指
定
）

（
改
正
後
）

視
覚
障
害
者
等
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
を
行
う

者
（
政
令
指
定
）

⇒

公
共
図
書
館
等
も
指
定
可
能
に

認
め
ら
れ
る
行
為

（
現
行
）
録
音
図
書
の
作
成
、
録
音
物
の
貸
出
、
自
動
公
衆
送

信（
改
正
後
）
視
覚
障
害
者
等
が
必
要
な
方
式
で
の
複
製
、
そ
の

複
製
物
の
貸
出
、
譲
渡
、
自
動
公
衆
送
信

⇒

拡
大
図
書
、
デ
ジ
タ
ル
図
書
等
の
障
害
者
が
必
要
と
す
る
方

式
で
作
成
が
可
能
に

－ ８ －



◆
聴
覚
障
害
者
関
係
（
第
三
七
条
の
二
）

著
作
物
の
範
囲

（
現
行
）
放
送
、
有
線
放
送
さ
れ
る
著
作
物

（
改
正
後
）
聴
覚
で
表
現
が
認
識
さ
れ
る
公
表
著
作
物

⇒

映
画
も
対
象
に

障
害
の
種
類

（
現
行
）
聴
覚
障
害
者

（
改
正
後
）
聴
覚
障
害
者
そ
の
他
聴
覚
に
よ
る
表
現
の
認
識
に

障
害
の
あ
る
者

⇒

発
達
障
害
、
難
聴
等
も
対
象
に

複
製
等
が
認
め
ら
れ
る
主
体

（
現
行
）
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
す
る
事
業
を

行
う
者
（
政
令
指
定
）

（
改
正
後
）
聴
覚
障
害
者
等
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
を
行
う
者

（
政
令
指
定
）

⇒

公
共
図
書
館
等
も
指
定
可
能
に

認
め
ら
れ
る
行
為

（
現
行
）
字
幕
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
自
動
公
衆
送
信

（
改
正
後
）
・
聴
覚
障
害
者
等
が
必
要
な
方
式
で
の
複
製
、
自

動
公
衆
送
信
・
字
幕
等
を
映
像
に
付
加
し
て
複
製
・
貸
出

⇒

（
１
）
異
時
の
字
幕
等
の
送
信
が
可
能
に
（
２
）
手
話
等
の

作
成
も
可
能
に
（
３
）
字
幕
入
映
画
の
貸
出
が
可
能
に

以
上
が
今
回
の
著
作
権
法
改
正
の
（
三
）
障
害
者
の
情
報
利

用
の
機
会
の
確
保
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
の
文
化
庁
の
解
説

だ
が
、
こ
の
法
案
成
立
に
あ
た
っ
て
、
日
本
図
書
館
協
会
は
文

化
庁
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
な
要
望
書
を
提
出
し
た
。

（
※
は
山
内
の
コ
メ
ン
ト
）

一

視
覚
障
害
者
等
の
た
め
の
複
製
等
（
法
第
三
七
条
第
三
項

関
係
）

一
．
一
．
法
第
三
七
条
第
三
項
の
「
視
覚
障
害
者
そ
の
他
視
覚

に
よ
る
表
現
の
認
識
に
障
害
の
あ
る
者
」
に
は
、
知
的
障
害

者
、
精
神
障
害
者
、
学
習
障
害
者
な
ど
の
ほ
か
に
、
肢
体
障
害

者
、
寝
た
き
り
の
人
、
入
院
患
者
な
ど
も
含
め
る
こ
と
。

ま
た
、
外
国
人
な
ど
で
音
声
と
し
て
の
日
本
語
は
理
解
で
き

る
が
文
章
と
し
て
の
日
本
語
は
読
め
な
い
人
を
含
め
る
こ
と
。

※
実
際
に
録
音
資
料
や
大
き
な
文
字
の
資
料
を
利
用
す
る
方
は

視
覚
障
害
者
に
限
ら
ず
、
以
前
紹
介
し
た
学
習
障
害
の
一
つ
で

あ
る
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
方
を
始
め
、
広
範
囲
に
お
ら
れ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
精
神
障

害
者
の
方
が
集
中
で
き
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
音
声
資
料
を
ヘ

ッ
ド
ホ
ー
ン
に
よ
っ
て
利
用
し
た
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
し
、

墨
田
区
の
図
書
館
で
も
不
随
意
運
動
の
た
め
に
視
点
を
注
視
し

に
く
い
肢
体
障
害
の
方
が
拡
大
写
本
を
利
用
し
た
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
ま
た
手
術
後
に
身
体
を
拘
束
さ
れ
て
い
て
身
動
き
の
取
れ

－ ９ －



な
い
方
か
ら
録
音
図
書
の
利
用
希
望
が
あ
っ
た
り
、
学
校
に
行

か
な
か
っ
た
た
め
に
漢
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
方
が
録
音

資
料
を
利
用
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
文
字
か
ら
の
情

報
摂
取
が
む
ず
か
し
い
外
国
人
な
ど
、
こ
う
し
た
人
が
「
視
覚

に
よ
る
表
現
の
認
識
に
障
害
が
あ
る
者
」
に
含
ま
れ
る
か
ど
う

か
は
微
妙
で
あ
り
、
そ
の
判
断
主
体
を
図
書
館
側
に
委
ね
て
く

れ
れ
ば
よ
い
が
、
障
害
者
手
帳
交
付
者
等
と
い
う
枠
組
み
を
は

め
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
利
用
で
き
る
人
の
範
囲
は
狭
ま
っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。

一
．
二
．
同
項
、
「
視
覚
障
害
者
そ
の
他
視
覚
に
よ
る
表
現
の

認
識
に
障
害
の
あ
る
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
を
行
う
者
で
政

令
で
定
め
る
も
の
」
に
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
公
立
図
書

館
、
学
校
図
書
館
、
大
学
図
書
館
の
ほ
か
、
公
共
的
な
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
私
立
図
書
館
、
図
書
館
類
縁
機
関

な
ど
、
一
般
的
に
障
害
者
が
利
用
す
る
施
設
（
以
下
、
こ
れ
ら

を
総
称
し
て
「
図
書
館
」
と
い
う
。
）
を
含
め
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
障
害
者
用
資
料
の
製
作
の
現
状
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
中
で
障
害
者
の
た
め
に
サ
ー

ビ
ス
（
製
作
）
を
行
っ
て
い
る
機
関
に
対
し
て
配
慮
す
る
こ

と
。

※
こ
こ
で
は
「
政
令
で
定
め
る
も
の
」
が
ど
の
範
囲
ま
で
か
と

い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
、
国
立
国
会
図
書
館
や
公
立
図
書

館
は
今
の
と
こ
ろ
そ
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
よ
う
だ
が
、
学
校
図

書
館
以
下
に
つ
い
て
は
微
妙
な
状
況
だ
。
お
そ
ら
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
含
ま
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。

一
．
三
．
同
項
、
「
当
該
視
覚
著
作
物
に
係
る
文
字
を
音
声
に

す
る
こ
と
そ
の
他
当
該
視
覚
障
害
者
等
が
利
用
す
る
た
め
に
必

要
な
方
式
」
に
は
、
音
声
化
の
ほ
か
、
文
字
の
拡
大
、
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
、
リ
ラ
イ
ト
、
絵
図
な
ど
の
立
体
化
、
布
の
絵
本

化
、
映
像
に
音
声
解
説
を
付
け
る
な
ど
、
視
覚
障
害
者
等
が
使

え
る
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
含
め
る
こ
と
。

※
必
要
な
方
式
の
中
に
は
音
声
化
、
文
字
の
拡
大
、
テ
キ
ス
ト

デ
ー
タ
ま
で
は
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
が
、
例
え
ば
知
的
障
害
の
方

の
た
め
に
、
や
さ
し
く
、
読
み
や
す
く
リ
ラ
イ
ト
す
る
こ
と
ま

で
可
能
か
ど
う
か
は
難
し
い
。
北
欧
な
ど
で
は
、
国
が
補
助
を

出
し
て
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
を
読
み
や
す
く
し
た
Ｌ
Ｌ
ブ

ッ
ク
（
や
さ
し
く
読
め
る
本
）
を
出
版
し
て
い
る
が
、
知
的
障

害
の
方
だ
け
で
は
な
く
日
本
に
在
住
す
る
日
本
語
を
母
語
と
し

な
い
人
な
ど
に
も
読
み
や
す
く
リ
ラ
イ
ト
し
た
本
の
要
望
な
ど

も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
．
四
．
同
項
、
「
た
だ
し
、
当
該
視
覚
著
作
物
に
つ
い
て
、

著
作
権
者
又
は
そ
の
許
諾
を
得
た
者
若
し
く
は
第
七
九
条
の
出

版
権
の
設
定
を
受
け
た
者
に
よ
り
、
当
該
方
式
に
よ
る
公
衆
へ

の
提
供
又
は
提
示
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。
」
に
関
し
て
、
下
に
掲
げ
た
方
策
等
に
よ
り
、
現
状
の
障

－ １０ －



害
者
へ
の
情
報
提
供
体
制
を
下
回
っ
た
り
、
限
定
的
な
サ
ー
ビ

ス
し
か
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
す

る
こ
と
。

（
一)

図
書
館
な
ど
が
製
作
を
開
始
し
た
後
に
、
「
提
供
又

は
提
示
」
が
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
出
版
社
等
に
情
報
開

示
の
指
導
等
を
行
う
こ
と
。

（
二)

録
音
資
料
に
お
い
て
は
、
視
覚
障
害
者
な
ど
が
Ｄ
Ａ

Ｉ
Ｓ
Ｙ
と
同
様
の
便
利
さ
で
使
え
る
も
の
を
必
要
と
し
て
お

り
、
視
覚
障
害
者
の
要
求
を
満
た
さ
な
い
一
般
の
録
音
資
料
は

「
当
該
方
式
」
か
ら
除
外
す
る
こ
と
。

（
三)

価
格
上
の
問
題
で
、
実
質
的
に
購
入
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
購
入
量
が
減
少
し
た
り
し
，
結
果
と
し
て
障
害
者
へ
の

情
報
提
供
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
原
本
と
な
る

文
字
資
料
の
価
格
と
比
較
し
て
適
正
な
価
格
と
な
る
よ
う
に
指

導
等
を
行
う
こ
と
。

※
こ
の
条
項
は
、
つ
ま
り
音
声
資
料
が
公
に
出
版
さ
れ
て
い
た

り
、
原
本
の
大
活
字
資
料
が
す
で
に
出
版
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

場
合
に
は
、
当
該
資
料
の
音
声
化
や
拡
大
等
は
で
き
な
い
と
い

う
を
言
っ
て
い
る
の
だ
が
、
テ
キ
ス
ト
を
同
梱
し
た
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
・
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ
資
料
な
ど
を
必
要
と
し
て
い
る
利
用
者

が
い
た
場
合
に
は
、
音
声
資
料
が
出
版
さ
れ
て
い
る
か
ら
作
成

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う

な
点
を
確
認
し
て
い
る
。

大
滝
ま
さ
お
の
ブ
ロ
グ
よ
り

２
０
０
９
．
０
８
．
２
０

〝
Ｔ
ｈ
ｕ
ｒ
ｓ
ｄ
ａ
ｙ
〟

『
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
』
に
と
っ
て
大
切
な
方
お
二
人

が
相
次
い
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

羽
化
の
会
が
発
行
し
て
い
る
機
関
誌
『
う
か
』
第

号
（

75

09

年
８
月
号
）
に
は
、
大
切
な
お
二
人
を
失
っ
た
悲
し
み
と
、
そ

の
存
在
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
を
、
岡
田
健
嗣
代
表
が
追
悼

文
を
通
じ
て
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
お
二
人
と
は
、
安
田

章
さ
ん
と
、
高
橋
幸
子
さ
ん
。

安
田
さ
ん
は
「
う
か
」
に
永
く
執
筆
さ
れ
て
い
た
方
で
、
機

関
誌
づ
く
り
に
も
直
接
関
わ
る
な
ど
、
模
範
的
な
陰
の
牽
引
役

を
率
先
し
て
引
き
受
け
ら
れ
た
人
で
し
た
。
羽
化
の
会
を
東
京

に
設
立
す
る
こ
と
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。
岡
田
代
表
は
、
安
田

さ
ん
を
「
小
生
の
バ
リ
ア
を
壊
し
て
く
れ
た
」
人
、
と
称
え
て

い
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
、
羽
化
の
会
の
活
動
が
開
始
さ
れ
た
１
９
９
６

左
は
、
横
浜
市
議
の
大
滝
正
雄
先
生
が
、
本
誌
七
十

五
号
（
前
号
）
を
お
読
み
下
さ
り
、
そ
の
ご
感
想
を
ご

自
身
の
ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
に
表
さ
れ
た
も
の
で
す
。
お
許
し
を

い
た
だ
い
て
、
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

－ １１ －



年
か
ら
、
会
の
活
動
を
支
え
た
人
で
す
。
も
と
も
と
カ
ナ
点
字

の
点
訳
活
動
を
さ
れ
て
い
た
高
橋
さ
ん
は
、
漢
点
字
訳
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
に
応
じ
て
、
羽
化
の
会
の
活
動
に
参
加
。
同
会

が
横
浜
市
中
央
図
書
館
に
寄
贈
し
た
漢
点
字
訳
の
書
籍
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
高
橋
さ
ん
の
手
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
も
の
で

す
。
ま
た
漢
点
字
講
習
会
用
テ
キ
ス
ト
等
の
取
り
ま
と
め
に
も

尽
力
。
岡
田
代
表
は
「
高
橋
さ
ん
は
、
師
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
よ
い
友
で
も
あ
り
、
同
志
と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き
た
い
方

だ
っ
た
」
と
、
そ
の
悼
み
を
表
し
ま
し
た
。

漢
点
字
普
及
の
た
め
、
ひ
た
す
ら
地
味
な
陰
の
力
に
徹
し
、

多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
て
逝
っ
た
方
々
に
、
心
か
ら
の
哀
悼
の

意
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
田
健
嗣
代
表
は
、
高
橋
幸
子
さ
ん
の
追
悼
文
の
中
で
、
私

の
こ
と
に
も
ふ
れ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
部
分
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
～
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
の
活
動
は
１
９
９
６
年
に
始
ま

っ
た
が
、
次
の

年
に
は
、
横
浜
国
大
の
村
田
忠
禧
先
生
と
横

97

浜
市
議
の
大
滝
正
雄
先
生
の
ご
尽
力
で
、
『
漢
字
源
』
（
藤
堂

明
保
編
、
学
習
研
究
社
）
の
漢
点
字
版
・
全

巻
を
完
成
さ
せ

90

て
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
に
納
入
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の

後
毎
年
、
漢
点
字
訳
書
を
１
、
２
タ
イ
ト
ル
納
入
し
て
い

る
。
」

「
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
」
例
会
報
告
と

わ
た
く
し
ご
と

木
村

多
恵
子

第

回
例
会

２
０
０
９
年
８
月

日
（
水
）

：

～

45

12

13

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
第
１
会
議
室

15

30

今
回
も
「
漢
文
の
読
み
方
」
に
つ
い
て
の
解
説
を
し
て
も
ら

い
、
題
名
の
付
け
方
、
ル
ビ
の
付
け
方
、
な
ど
丁
寧
に
行
っ

た
。メ

ー
ル
の
、
と
く
に
添
付
フ
ァ
イ
ル
が
つ
く
と
木
村
の
所
へ

は
エ
ラ
ー
が
生
じ
る
の
で
、
そ
の
原
因
を
探
し
た
。

「
漢
文
の
読
み
方
」
を
と
に
か
く
入
力
し
、
お
互
い
に
校
正

ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
に
し
た
。

岡
田
さ
ん
の
テ
キ
ス
ト
を
急
い
で
入
力
す
る
。

第

回
例
会

２
０
０
９
年
９
月
９
日
（
水
）

：

～

46

13

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
第
１
会
議
室

15

30

「
羽
化
」

号
を
８
月

日
の
学
習
会
の
と
き
に
お
配
り
し

75

22

た
。学

習
会
用
テ
キ
ス
ト
四
巻
の
点
字
と
、
墨
字
を
準
備
す
る
こ

－ １２ －



と
。
点
字
は
横
浜
の
羽
化
の
会
の
方
が
準
備
し
て
く
だ
さ
り

り
、
墨
字
版
は
中
田
さ
ん
が
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
墨
字
の

ほ
う
は
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
方
が
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い

の
で
、
余
裕
を
も
っ
て
作
っ
て
い
た
だ
い
た
。

月
は
お
部
屋
の
予
約
が
難
し
そ
う
な
の
で
、
早
め
に

月

12

12

の
集
会
日
も
決
め
た
。

「
博
物
館
」
の
入
力
の
方
法
に
つ
い
て
丁
寧
に
行
っ
た
。

＊

予
告

月
の
例
会
（
第

回
）
２
０
０
９
年

月
７
日
（
水
）

10

47

10

：

～

：

、
７
階
第
一
会
議
室

13

30

15

30

第

回
学
習
会

２
０
０
９
年

月

日
（
第
３
土
曜
）

31

10

17

：

～

：

７
階
第
一
会
議
室

18

30

20

30

月
の
例
会
（
第

回
）
２
０
０
９
年

月

日
（
水
）

11

48

11

11

：

～

：

、
７
階
第
二
会
議
室

13

30

15

30

第

回
学
習
会

２
０
０
９
年

月

日
（
第
３
土
曜
）

32

11

21

：

～

：

、
７
階
第
一
会
議
室

18

30

20

30

月
の
例
会
（
第

回
）
２
０
０
９
年

月
９
日
（
水
）

12

49

12

：

～

：

、
７
階
集
会
室
（
畳
の
部
屋
）

13

30

15

30

第

回
学
習
会

２
０
０
９
年

月

日
（
第
３
土
曜
日
）

33

12

19

：

～

：

17

30

20

30

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
一
会
議
室

わ
た
く
し
ご
と

石
井
和
子
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・
気
象
予
報
士
）
著

『
平
安
の
気
象
予
報
士

紫
式
部
～
「
『
源
氏
物
語
』
に
隠
さ

れ
た
天
気
の
科
学
」
～
（
講
談
社
）
と
い
う
本
を
見
つ
け
、
そ

の
タ
イ
ト
ル
に
魅
せ
ら
れ
て
読
み
始
め
た
。

わ
た
し
流
の
理
解
で
は
あ
る
が
、
か
な
り
昔
か
ら
『
源
氏
物

語
』
に
は
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
気
象
学
的
な
見
方
と
は

ど
ん
な
も
の
か
と
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
が
気
に
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。高

校
の
国
語
の
教
科
書
に
『
源
氏
物
語
』
の
ご
く
一
部
、

〈
桐
壷
〉
の
は
じ
め
や
〈
須
磨
・
明
石
〉
な
ど
載
っ
て
い
た
の

を
読
ん
だ
の
が
最
初
で
あ
る
。
国
語
の
教
師
が
、
そ
の
一
部
か

ら
派
生
し
て
か
な
り
物
語
の
内
容
を
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。
こ
の
教
師
も
こ
の
物
語
が
好
き
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
現

代
文
の
単
元
の
と
き
と
は
違
っ
た
熱
の
入
れ
よ
う
だ
っ
た
の

で
、
わ
た
し
に
も
そ
の
情
熱
が
移
っ
て
き
た
。
そ
の
証
拠
に
、

も
う
少
し
内
容
を
読
み
取
り
た
い
と
思
い
、
墨
字
の
、
俗
に
い

う
、
「
虎
の
巻
」
を
、
読
み
た
い
巻
に
合
わ
せ
て
何
冊
か
買
っ

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
本
を
買
い
に
連
れ
て
行
き
、
本
を
選
ぶ
の

を
手
伝
っ
て
く
れ
た
の
は
姉
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
に
少
し
で

も
読
ん
で
く
れ
よ
う
と
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
彼
女
は
家
事
そ

－ １３ －



の
他
の
仕
事
が
忙
し
く
、
や
っ
と
わ
た
し
と
相
対
し
た
と
き

は
、
姉
は
す
っ
か
り
疲
れ
果
て
て
、
込
み
入
っ
た
も
の
を
読
ん

で
く
れ
る
時
間
も
体
力
も
な
か
っ
た
。
仕
方
な
く
そ
の
筋
だ
け

で
も
追
え
た
ら
？
と
の
思
い
か
ら
、
わ
た
し
は
『
谷
崎
源
氏
』

（
テ
ー
プ
）
、
『
与
謝
野
源
氏
』
、
『
円
地
源
氏
』
な
ど
の
現

代
語
訳
本
を
テ
ー
プ
と
点
字
で
長
い
年
月
を
か
け
て
読
ん
だ
。

人
物
の
関
係
を
覚
え
る
の
が
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
り
、
宮
中

の
組
織
や
そ
れ
ぞ
れ
の
官
職
の
仕
事
内
容
な
ど
覚
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
け
れ
ど
も
、
主
人
公
光
源
氏
と
登
場
人
物
と
の
関
わ
り

が
少
し
ず
つ
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
、
多
少
な
り
と
も
そ
の
巻

巻
に
出
て
く
る
人
物
の
心
理
的
葛
藤
を
推
測
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
当
然
な
が
ら
ま
だ
ま
だ
ま
っ
た
く
の
表

面
上
の
こ
と
で
あ
り
、
単
に
筋
立
て
を
追
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な

か
っ
た
こ
と
が
、
次
に
読
ん
だ
、
村
山
リ
ウ
の
「
わ
た
し
の

『
源
氏
物
語
』
」
（
テ
ー
プ
）
で
分
か
っ
た
。

こ
の
本
は
単
な
る
現
代
語
訳
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
心
理
描
写
を
丁
寧
に
描
き
出
し
、
時
代
背
景
や
平
安
時
代
の

生
活
習
慣
、
文
化
に
つ
い
て
の
解
説
が
書
か
れ
て
い
た
。
た
と

え
ば
家
事
の
分
野
で
、
衣
裳
の
色
目
合
わ
せ
か
ら
染
色
、
織

物
、
裁
縫
、
お
香
の
作
り
方
、
料
理
、
ま
た
、
教
育
に
つ
い
て

は
、
手
習
い
、
息
子
と
娘
の
教
育
法
の
違
い
か
ら
は
じ
ま
っ

て
、
政
治
経
済
、
家
作
り
、
造
園
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た

っ
て
、
物
語
に
そ
っ
て
よ
り
分
か
り
や
す
い
解
説
が
書
か
れ
て

い
た
。

筋
だ
け
を
追
っ
て
い
た
の
で
は
恋
愛
物
語
だ
け
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
。
け
れ
ど
も
、
実
際
に
深
く
読
め
ば
読
む
ほ
ど
人
間
の

生
き
方
を
追
求
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
く
に
女
の
生
き

方
、
問
題
が
生
じ
た
と
き
の
身
の
処
し
方
な
ど
、
現
代
の
わ
た

し
た
ち
に
も
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
思
う
。
人
間
の
感
情
の
本

質
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
人
び
と
の
悲

し
み
は
当
然
の
ご
と
く
今
の
わ
た
し
た
ち
の
悲
し
み
で
あ
り
、

悲
し
み
を
も
た
ら
す
本
質
も
根
元
的
に
は
同
じ
な
の
だ
と
思

う
。前

置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
そ
ん
な
こ
ん
な

で
わ
た
し
は
『
源
氏
物
語
』
に
は
興
味
を
持
ち
続
け
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
石
井
和
子
の
、
『
平
安
の
気
象
予
報
士

紫
式

部
』
～
「
『
源
氏
物
語
』
に
隠
さ
れ
た
天
気
の
科
学
」
～
（
２

０
０
２
年

月
）
は
、
こ
れ
ま
で
わ
た
し
が
知
っ
て
い
る
も
の

11

と
は
、
物
語
に
対
す
る
見
方
が
ま
る
で
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
た
。
な
お
、
こ
の
本
を
漢
点
訳
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
、
も

う
既
に
逝
か
れ
、
新
た
に
漢
点
訳
し
て
い
た
だ
け
な
い
の
が
残

念
で
あ
る
。

昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
紫
式
部
は
、
物
語
の
登
場

人
物
の
心
理
と
情
景
と
が
響
き
合
う
よ
う
に
、
雪
や
雨
、
野

－ １４ －



分
、
ま
た
虫
の
音
な
ど
の
風
景
描
写
を
美
し
く
描
い
て
い
る
。

従
っ
て
、
石
井
和
子
さ
ん
が
気
象
に
関
す
る
こ
と
が
ら
を
ど
う

教
え
て
く
れ
る
の
か
楽
し
み
で
こ
の
本
を
開
い
た
。

ま
え
が
き
を
読
み
、
第
１
章
「
『
源
氏
物
語
』
を
生
ん
だ
平

安
時
代
の
気
候
」
を
読
み
始
め
て
、
わ
た
し
は
途
端
に
平
安
時

代
よ
り
さ
ら
に
古
い
時
代
へ
と
想
い
を
凝
ら
す
こ
と
に
な
っ

た
。「

古
気
候
を
探
る
」
と
の
表
題
で
、
「
過
去
の
気
候
を
研
究

す
る
学
問
を
古
気
候
学
と
い
い
、
平
安
時
代
、
つ
ま
り
『
源
氏

物
語
』
が
書
か
れ
た
時
代
の
気
象
に
関
す
る
見
方
も
こ
の
古
気

候
の
分
野
に
入
る
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
古
気
候
を
探
る
た
め

に
、
大
き
く
九
つ
の
方
法
が
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

＊

以
下
１
～
９
の
項
目
は
著
者
石
井
和
子
さ
ん
の
原
本
か

ら
、
勝
手
な
が
ら
わ
た
し
が
省
略
し
て
引
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
。１

．
古
文
書
を
調
べ
る｜

『
日
本
書
紀
』
や
『
三
代
実
録
』

な
ど
か
ら
天
気
の
記
録
を
参
考
に
す
る
（
琵
琶
湖
な
ど
の
湖
や

山
の
氷
の
状
態
、
水
位
、
桜
の
開
花
時
期
、
農
作
物
の
で
き
具

合
）
を
み
る

２
．
木
の
年
輪
を
調
べ
る｜

木
は
、
気
候
の
い
い
年
は
、
よ

り
成
長
す
る
た
め
、
年
輪
の
幅
が
広
く
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
の
方
法
で
、
ド
イ
ツ
で
は
９
世
紀
こ
ろ
ま

で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
古
木
で
は
Ｂ
Ｃ
３
０
０
０
年
く
ら
い

前
の
気
候
も
分
か
る
。
日
本
で
は
せ
い
ぜ
い
屋
久
杉
の
千
年
程

度
な
の
で
、
法
隆
寺
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
、
伐
採
後
の
柱
な

ど
か
ら
推
定
す
る
。

３
．
花
粉
を
分
析
す
る｜

湖
底
の
泥
を
柱
状
に
採
っ
て
、
年

代
別
に
泥
層
に
含
ま
れ
て
い
る
花
粉
の
化
石
を
調
べ
る
。
（
こ

の
方
法
で
は
細
か
い
変
動
は
分
か
ら
な
い
）

４
．
湖
底
に
た
ま
っ
た
泥
の
層
状
構
造
を
調
べ
る｜

川
か
ら

流
れ
込
ん
だ
泥
が
沈
澱
す
る
。
雨
の
多
い
と
き
は
沈
澱
が
厚
く

な
る
。

５
．
高
山
の
万
年
雪
の
層
状
構
造
を
調
べ
る｜

乾
季
に
は
塵

な
ど
が
積
も
り
、
万
年
雪
の
年
輪
と
な
る
。

６
．
酸
素
（

）
の
同
位
元
素
の
割
合
を
調
べ
る｜

ユ
ー
リ

O2

が
開
発
し
た
方
法
で
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
柱
を
調
査
し
、

西
暦
８
０
０
年
こ
ろ
ま
で
の
水
温
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

７
．
炭
素
（

）
の
同
位
元
素
・
原
子
量

と
原
子
量

の

CO2

12

14

割
合
を
調
べ
る｜

地
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
植
物
が
死
ん
だ
時
期

の
太
陽
の
活
動
状
態
が
推
定
で
き
る
。

８
．
氷
河
や
変
化
し
た
海
岸
線
の
位
置
か
ら
推
定
す
る｜

岩

－ １５ －



石
で
わ
か
る
氷
河
運
動
の
痕
跡
な
ど
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の
こ
ろ
に
氷
河
が
後
退
し
て
お
り
、
こ

の
時
代
が
温
暖
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
Ｂ
Ｃ
８
～
５
世
紀

に
は
前
進
し
て
い
て
、
気
候
が
寒
冷
化
に
向
か
っ
た
こ
と
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
岸
線
の
変
化
は
海
面
の
上
昇
と

密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
で
極
大
陸
の
雪
や
氷
が

溶
け
た
り
、
海
水
が
膨
張
し
た
り
す
る
。
ち
な
み
に
『
源
氏
物

語
』
の
書
か
れ
た
こ
ろ
は
、
今
よ
り
も
大
阪
湾
が
深
く
入
り
こ

ん
で
京
都
の
南
部
近
く
ま
で
内
湾
化
し
て
い
た
。

９
．
太
陽
の
黒
点
数
を
調
べ
る｜
太
陽
活
動
は
黒
点
の
多
い

と
き
ほ
ど
活
発
で
、
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
す
る
フ
レ
ア

（
黒
点
の
上
空
領
域
で
起
こ
る
爆
発
現
象
）
も
活
発
と
な
る
。

ガ
リ
レ
オ
が
発
見
し
て
以
来
、
約
３
０
０
年
、
黒
点
数
は
お
よ

そ

年
周
期
で
増
減
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。

11わ
た
し
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
世
界
に
入
る
前
に
、
琵
琶
湖

の
湖
底
の
泥
を
か
き
混
ぜ
な
い
よ
う
に
、
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
、
泥
の
塊
？
（
ヘ
ド
ロ
で
あ
ろ
う
か
？
）
を
採
り
出
す

仕
事
を
し
て
い
る
人
び
と
の
激
し
い
労
働
の
様
子
を
想
像
し
、

ま
た
、
そ
の
採
取
さ
れ
た
泥
を
実
際
に
目
の
前
に
置
い
て
、
た

め
つ
す
が
め
つ
見
つ
め
て
い
る
人
た
ち
が
泥
の
、
重
な
り
具

合
、
塊
の
中
に
ど
ん
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
か
、
緊
張
し
な

が
ら
調
べ
て
い
る
人
の
様
子
（
ち
ょ
っ
と
気
む
ず
か
し
い
顔
、

ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
顔
）
ま
で
想
像
し
て
し
ま
う
。
わ
た
し

は
、
こ
の
本
の
冒
頭
か
ら
興
味
を
そ
そ
ら
れ
て
、
ま
だ
先
に
進

め
な
い
の
で
あ
る
。
じ
っ
く
り
と
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

最
期
に
『
源
氏
物
語
』
の
「
野
分
」
の
巻
の
中
か
ら
、
夕
霧

が
六
条
院
の
女
君
た
ち
を
垣
間
見
す
る
場
面
な
ど
、
四
首
の
み

記
す
。お

ほ
か
た
の
を
ぎ
の
葉
す
ぐ
る
風
の
音
も

う
き
身
ひ
と
つ
に
し
む
心
ち
し
て

風
さ
わ
ぎ
む
ら
雲
ま
が
ふ
夕
べ
に
も

わ
す
る
る
間
な
く
忘
ら
れ
ぬ
君

吹
き
み
だ
る
風
の
け
し
き
に
を
女
郎
花

し
を
れ
し
む
べ
き
心
地
こ
そ
す
れ

下
露
に
な
び
か
ま
し
か
ば
を
女
郎
花

あ
ら
き
風
に
は
し
を
れ
ざ
ら
ま
し

（
大
塚
ひ
か
り

全
訳

ち
く
ま
文
庫

２
０
０
９
年
３
月
）

２
０
０
９
年

月
１
日

10
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東
京
漢
点
字

学
習
会
報
告

平
成

年
度

第
４
回
（
第

回
）
報
告

21

28

１

日
時

平
成

年
７
月

日

(

土)
21

11

時

分
～

時

分

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

使
用
教
材

「
漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
三
回
（
全
十
回
）
」
点
字
編
、
墨
字
編

５

学
習
内
容

（
１
）
連
絡
事
項

・
朝
日
新
聞
よ
り
漢
点
字
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
。
（
後
日
横
浜
で
、
取
材
を
受
け
た
。
）

（
２
）
前
回
の
復
習

「
応

」

＊

系

（
ケ
イ
：
２
・
３
の
点
）
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む

文
字「

係

」
、
「
孫

」

３

複
合
文
字
（
１
）

漢
数
字
お
よ
び
第
１
基
本
文
字
を
部
首
と
し
た
文
字

（
７
）

１
０
９

泳

、
１
１
０

混

、
１
１
１

財

（
３
）
今
回
の
学
習
内
容

テ
キ
ス
ト
第
三
回
、
複
合
文
字
（
１
）

１
１
２

「
社

」
示
偏
（
ネ
：
１
・
２
・
３
・
４
の

点
）
と
土
（
ツ
：
１
・
３
・
４
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は

示
＋
土
。
土
は
土
を
盛
っ
た
祭
壇
の
意
。
人
が
集
ま
っ
て
作
る

組
織
や
集
団
を
指
す
。
音
読
み
は
シ
ャ
、
訓
読
み
は
や
し
ろ
。

１
１
３

「
証

」
言
偏
（
エ
下
が
り
：
１
・
２
・
４
の

点
）
と
正

の
右
の
イ
（
１
・
２
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は

言
＋
正
。
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
申
し
立
て
る
こ
と
。
本
来
の

字
は
言
偏
＋
登
。
音
読
み
は
シ
ョ
ウ
、
セ
イ
、
訓
読
み
は
あ
か

‐
す
、
あ
か
し

１
１
４

「
徒

」
行
人
偏
（
ユ
：
３
・
４
・
６
の
点
）

と
走
（
ハ
：
１
・
３
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
彳
＋
走
。

か
ち
と
は
歩
い
て
い
く
こ
と
。
何
も
使
わ
ず
に
行
く
こ
と
。
い

た
ず
ら
に
と
読
ん
で
空
し
い
行
為
、
成
果
の
上
が
ら
な
い
行
為

の
意
。
音
読
み
は
ト
、
訓
読
み
は
か
ち
、
い
た
ず
ら
‐
に
。

１
１
５

「
道

」

し
ん
に
ょ
う
（
ヒ
：
１
・
２
・
３

・
６
の
点
）
と
首

（
４
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
し
ん
に

ょ
う
＋
首
。
し
ん
に
ょ
う
は
も
の
の
動
く
様
子
を
表
す
。
首
は

自
分
の
集
団
の
外
の
敵
の
首
を
切
り
落
と
し
て
魔
除
け
に
用
い

た
も
の
。
音
読
み
は
ド
ウ
、
ト
ウ
、
訓
読
み
は
み
ち
。

１
１
６

「
貧

」
分
（
リ
：
１
・
２
・
５
の
点
）
の
下

に
貝
（
オ
下
が
り
；
３
・
５
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
分
／
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貝
。
貝
は
財
産
を
表
し
、
み
ん
な
に
分
け
与
え
て
乏
し
く
な
る

の
意
。
才
能
や
学
問
の
乏
し
い
様
子
も
表
す
。
音
読
み
は
ヒ

ン
、
ビ
ン
、
訓
読
み
は
ま
ず
‐
し
い
。

（
中
田
利
夫
）

平
成

年
度

第
５
回
（
第

回
）
報
告

21

29

１

日
時

平
成

年
８
月

日

(

土)
21

22

時

分
～

時

分

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

今
月
は
全
体
と
し
て
出
席
者
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
木
村
が

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

い
つ
も
の
よ
う
に
前
月
７
月
に
学
習
し
た
文
字
（
財

、

社

、
証

、
徒

、
道

、
貧

）
を
復
習
し

た
。新

し
い
文
字
は
、
「
防
」
「
明
」
「
庫
」
「
連
」
「
更
」
で

あ
る
。

「
防

」
ボ
ウ
、
ふ
せ
‐
ぐ
、

防
は
「
こ
ざ
と
偏
」
の
右
側
に
「
方
」
を
置
い
た
文
字
で
、

「
方
」
は
、
左
右
に
張
り
出
し
た
形
で
、
襲
っ
て
く
る
敵
や
、

氾
濫
す
る
水
を
せ
き
止
め
る
意
味
を
表
し
て
い
る
。
「
こ
ざ
と

偏
」
は
、
土
を
盛
っ
た
形
を
象
っ
て
い
て
、
こ
れ
も
「
方
」
と

同
じ
意
味
で
あ
る
。

用
例
と
し
て
は
、
防
衛
、
防
御
、
防
火
用
水
、
堤
防
、
予
防

接
種

「
明

」
メ
イ
、
ミ
ョ
ウ
、
み
ん
、
あ
か
‐
る
い
、
あ
か

‐
ら
む
、
あ
か
‐
い
、
あ
‐
け
る
、
あ
き
‐
ら
か

「
日
」
の
右
側
に
月
」
を
置
い
た
形
。
「
日
」
は
元
来
は
日

で
は
な
く
、
窓
を
象
っ
た
も
の
で
、
夜
、
窓
か
ら
月
の
光
が
さ

し
て
、
部
屋
の
中
が
明
る
く
照
ら
し
出
さ
れ
る
様
子
を
表
す
文

字
で
、
訓
読
み
の
「
あ
か
る
い
、
あ
か
ら
む
」
は
、
文
字
通
り

光
り
に
照
ら
さ
れ
て
明
る
く
な
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
「
あ

け
る
」
は
、
夜
が
明
け
る
、
年
が
明
け
る
、
意
味
で
あ
る
。

「
あ
き
ら
か
」
も
、
光
に
照
ら
さ
れ
て
、
よ
く
見
え
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
明
る
い
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
、
道
理
が
よ
く
分

か
っ
て
い
る
、
も
の
を
見
分
け
る
力
が
あ
る
な
ど
の
意
味
が
あ

る
。
音
読
み
の
「
ミ
ン
」
は
、
中
国
の
王
朝
の
名
称
で
あ
る
。

用
例
は
、
明
瞭
、
明
白
、
明
快
、
明
敏
、
明
晰
、
明
日
、
賢

明
、
未
明
、
文
明

「
庫

」
コ
、
ク
、
く
ら

「
麻
垂
れ
」
の
下
に
「
車
」
を
置
い
た
形
の
文
字
で
、
「
麻

垂
れ
」
は
建
物
と
屋
根
と
壁
を
象
っ
て
い
て
、
「
車
」
は
戦
車

を
表
し
て
い
る
。
戦
車
を
保
管
す
る
建
物
が
こ
の
文
字
の
意
味

で
、
そ
こ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
保
管
し
て
お
く
「
く

ら
」
と
し
て
用
い
る
。
「
庫
裏
（
く
り
）
」
と
は
、
寺
の
台
所

の
意
味
で
あ
る
。

用
例
は
庫
裏
、
車
庫
、
書
庫
、
冷
蔵
庫

「
連

」
レ
ン
、
つ
ら
‐
な
る
、
つ
ら
‐
ね
る
、
つ
‐
れ

－ １８ －



る
、
つ
れ

「
車
」
に
「
し
ん
に
ょ
う
」
を
加
え
た
形
の
文
字
で
、
車
が

連
な
っ
て
行
く
様
子
を
表
し
て
い
る
。
列
を
連
ね
て
行
く
、
転

じ
て
関
わ
り
合
い
に
な
る
、
「
連
れ
る
」
と
読
ん
で
人
を
連
れ

て
歩
く
、
連
れ
を
伴
っ
て
行
く
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
友
と
か

仲
間
の
意
味
に
派
生
し
た
。

用
例
と
し
て
、
連
行
、
連
動
、
連
座
、
国
際
連
合
、
「
歌
は

世
に
連
れ
、
世
は
歌
に
連
れ
」

「
更

「
「
コ
ウ
、
キ
ョ
ウ
、
さ
ら
‐
に
、
ふ
‐
け
る
、

ふ
‐
か
す
、
あ
ら
た
‐
め
る
、
か
‐
え
る
、
か
‐
わ
る

横
線
の
下
に
「
日
」
、
横
線
の
中
央
か
ら
「
日
」
の
中
央
を

通
っ
て
縦
線
が
あ
り
、
下
で
右
斜
め
線
と
「
人
」
の
字
形
に

交
差
さ
せ
た
形
の
文
字
で
あ
る
。
「
人
」
の
字
形
の
右
斜
め
線

は
、
左
上
に
少
し
交
差
し
て
出
る
。
「
人
」
の
形
は
、
足
を
開

い
て
突
っ
張
る
形
で
、
緩
ん
だ
も
の
を
引
き
締
め
る
こ
と
を
表

す
。
「
さ
ら
に
」
と
読
ん
で
、
一
段
と
、
そ
の
上
に
、
の
意
味

に
、
あ
る
い
は
「
さ
ら
に
…
な
し
」
と
打
ち
消
し
を
伴
う
使
い

方
を
す
る
。
「
あ
ら
た
め
る
・
か
え
る
」
と
読
ん
で
、
物
事
の

あ
り
方
を
変
え
る
、
順
序
を
変
え
る
、
引
き
締
め
る
の
意
味
、

「
ふ
け
る
」
と
読
ん
で
経
験
を
積
む
、
夜
が
ふ
け
る
と
い
う
意

味
に
用
い
ら
れ
る
。

用
例
と
し
て
、
更
改
、
更
新
、
更
迭
、
更
衣
室
、
更
正
、
更

生
、
衣
更
え
、
更
け
行
く
秋
の
夜

（
木
村
多
恵
子
）

ご
報
告
と
ご
案
内

一

漢
点
字
訳
書
二
タ
イ
ト
ル

二
つ
の
漢
点
字
訳
書
が
完
成
し
ま
す
。
こ
の
あ
と
の
ペ
ー
ジ

に
短
く
ご
紹
介
致
し
ま
し
た
の
で
、
ご
精
読
下
さ
い
。

①
『
漱
石
の
漢
詩
を
読
む
』
：

著
者
・
古
井
由
吉
、
発
行
所
・
岩
波
書
店

夏
目
漱
石
と
言
え
ば
、
我
が
国
近
代
文
学
の
最
高
峰
で
す
。

漱
石
の
筆
名
は
、
「
石
に
漱
ぎ
流
れ
に
枕
す
」
か
ら
取
っ
た
俳

号
だ
と
い
う
有
名
な
逸
話
が
あ
る
よ
う
に
、
漢
詩
や
俳
句
に
多

く
の
秀
作
を
遺
し
て
い
ま
す
。
著
者
の
古
井
由
吉
氏
は
、
ド
イ

ツ
文
学
、
と
り
わ
け
ム
ー
ジ
ル
の
研
究
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
る
作
家
で
す
。
そ
の
古
井
氏
が
漱
石
の
漢
詩
を
読
み
解
く
と

い
う
の
が
、
こ
の
書
物
の
目
論
見
で
す
。

私
た
ち
は
、
漱
石
の
小
説
は
読
み
ま
す
、
そ
れ
も
古
典
と
し

て
。
し
か
し
研
究
者
で
も
な
い
限
り
、
全
集
に
し
か
載
っ
て
い

な
い
漢
詩
に
ま
で
、
興
味
を
伸
ば
す
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
漢
詩
の
世
界
は
、
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
は
未
知

の
領
域
で
あ
り
、
閉
ざ
さ
れ
た
領
域
で
も
あ
り
ま
す
。

古
井
氏
が
漱
石
の
漢
詩
を
読
む
、
こ
れ
だ
け
で
も
大
変
ス
リ

リ
ン
グ
な
試
み
で
す
。
漢
点
字
を
使
う
こ
と
で
、
視
覚
障
害
者

に
も
そ
の
試
み
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
機
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
書
物
を
読
む
た
め
だ
け
に
漢
点
字
を
学
ん
だ
と
し
て
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も
、
決
し
て
損
の
な
い
本
で
す
。

②
『
の
ん
ち
ゃ
ん
の
ホ
ッ
チ
・
ポ
ッ
チ
』
：

著
者
・
生
田
典
子
、
発
行
所
・
文
芸
社

《
こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
に
使
っ
た"

H
o
t
c
h
･
P
o
t
c
h
"

（
ホ
ッ

チ
ポ
ッ
チ
）
と
い
う
言
葉
は
、
１
９
５
８
年
の
夏
休
み
を
英
国

で
過
ご
し
た
時
、
初
め
て
耳
に
し
た
言
葉
で
し
た
。
ひ
と
夏
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
家
で
は
、
「
今
日
〝h

o
t
c

h

・p
o
t
c
h

〟
よ
」
と
毎
日
の
よ
う
に
野
菜
や
肉
の
ご
っ
た
煮
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
／

シ
チ
ュ
ー
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
し

た
が
、
も
う
少
し
野
性
的
な
感
じ
が
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
れ

が
ま
た
私
に
は
心
地
よ
く
飽
き
ず
に
食
べ
た
も
の
で
す
。
／

こ
の
本
を
読
ん
で
く
だ
さ
る
方
も
、
こ
の
ご
っ
た
煮
が
気
に
入

っ
て
く
だ
さ
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
》
（
前
書
き
よ
り
）

生
田
さ
ん
は
岡
田
の
古
い
知
人
で
す
。
同
書
は
最
新
の
著
作

で
、
若
い
女
性
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

二

点
字
雑
誌
『
点
字
公
明
』
の

取
材
を
受
け
ま
し
た

公
明
党
の
点
字
の
機
関
誌
『
点
字
公
明
』
様
か
ら
、
漢
点
字

と
そ
の
活
動
を
記
事
に
し
て
掲
載
し
た
い
と
い
う
お
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。
九
月
二
三
日
に
、
取
材
を
お
受
け
致
し
ま
し

た
。
同
誌
十
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

点
字
誌
で
漢
点
字
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
稀
有
な
こ
と

で
す
。
反
響
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
記
事
は
、
本
誌
次
号
に
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
お
待
ち
下
さ
い
。

漢
点
字
訳
書
紹
介

①
『
漱
石
の
漢
詩
を
読
む
』

前
口
上

漱
石
の
独
立
峰

（
前
略
）

日
本
語
の
精
妙
さ

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
な
ぜ
漢
文
漢
詩
に
こ
だ
わ
る
か
と
い
い

ま
す
と
、
日
本
と
い
う
国
は
単
一
民
族
で
あ
っ
て
単
一
の
言
語

だ
、
と
言
わ
れ
る
。
多
く
の
国
が
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
あ
っ
て
、

い
ま
国
際
化
の
時
代
に
入
り
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
強
み
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。
日
本
は
単
一
言
語
の
た
め
に
、
な
か
な
か
外
国

語
を
話
す
こ
と
に
習
熟
し
な
い
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

も
う
少
し
深
く
取
る
と
、
日
本
国
こ
そ
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
だ
、
と

も
い
え
る
の
で
す
、
古
来
。
一
方
に
和
文
が
あ
る
。
そ
し
て
他

方
に
漢
文
が
あ
り
、
そ
し
て
漢
字
漢
語
に
た
よ
る
文
章
が
あ
り

ま
す
。
漢
字
と
は
外
国
の
文
字
で
す
。
こ
れ
を
い
ち
い
ち
和

文
、
和
語
に
変
換
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
生
活
を
営
ん
で
い

左
は
、
『
漱
石
の
漢
詩
を
読
む
』
に
、
著
者
の
古
井

由
吉
氏
が
記
さ
れ
た
前
書
き
の
後
半
部
で
す
。



る
わ
け
で
す
。
何
も
漢
文
漢
詩
を
読
ま
な
く
と
も
、
普
通
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
ん
で
い
て
も
漢
字
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
意
識

も
せ
ず
に
や
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
脳
の
中
の
ど
こ
か
に
、
言

葉
を
変
換
す
る
中
枢
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
常
に
働
か
せ
て
い
る

わ
け
で
す
。

し
か
も
、
漢
字
に
は
一
字
の
内
に
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
総
合

さ
れ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
読
み
取
る
た
め
に
、
そ
こ
か
ら
一

つ
の
意
味
を
分
析
し
て
引
き
出
し
て
く
る
。
こ
れ
は
翻
訳
で

す
。
そ
れ
を
常
に
や
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
う
や
っ
て
日
本
語

と
い
う
言
語
が
成
り
立
っ
て
き
た
。
こ
れ
を
忘
れ
る
と
日
本
語

は
失
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
語
と
は
、
そ
う
い
う
二
重

言
語
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
二
重
言
語
に
拠
る
日
本
文
化

と
は
、
特
異
な
文
化
な
の
で
す
。

例
え
ば
「
漢
文
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
わ

れ
わ
れ
は
不
思
議
と
も
思
わ
な
い
。
と
こ
ろ
が
欧
米
人
に
、
こ

う
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
つ
ぶ
さ
に
説
明
す
る
と

し
ま
す
。
こ
れ
は
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
読
む
漢

文
と
い
う
の
は
中
国
語
で
す
。
し
か
も
、
古
中
国
語
、
古
典
中

国
語
で
す
。
日
本
語
と
言
語
の
系
統
が
ま
る
で
違
う
。
文
法
の

こ
と
を
英
語
で
グ
ラ
マ
ー
と
い
い
ま
す
。
文
章
構
造
の
こ
と
を

シ
ン
タ
ッ
ク
ス
と
い
い
ま
す
。
そ
の
グ
ラ
マ
ー
と
シ
ン
タ
ッ
ク

ス
が
、
日
本
語
と
中
国
語
と
で
は
ま
る
で
違
う
。
翻
訳
し
て
読

む
よ
り
他
に
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
原
文
の
ま
ま
レ
点
だ
と
か
、

一
、
二
、
三
点
を
付
け
て
読
ん
で
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
は
、
例

え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
い
く
ら
説
明
し
て
も
分
か
ら
な
い
。
そ

ん
な
こ
と
は
い
っ
た
い
可
能
な
の
か
と
不
可
議
が
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
類
し
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
の
頭
脳
は

四
六
時
中
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
に
日
本
の
言
語
の
豊

か
さ
も
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
危
機
を
つ
ね
に
は
ら
ん
で
も
い

る
。
変
換
し
た
り
翻
訳
す
る
、
こ
れ
に
は
相
当
な
精
神
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
い
る
。
だ
か
ら
ま
さ
か
の
場
合
、
危
急
の
場
面
に
出

会
っ
て
、
人
の
活
力
が
散
乱
な
り
低
下
し
た
り
す
る
時
、
日
本

語
は
、
言
葉
を
把
握
す
る
力
を
失
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ

る
。
変
換
や
翻
訳
を
積
み
重
ね
て
は
じ
め
て
意
味
を
つ
か
む
も

の
だ
か
ら
で
す
。
あ
る
い
は
、
世
の
中
が
ひ
ど
く
変
わ
っ
た
と

き
、
言
語
が
対
応
の
関
係
を
見
失
っ
て
解
体
す
る
恐
れ
が
あ

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
国
の
言
葉
も
、
長
い
歴
史
を
重
ね
て
、

精
妙
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
日
本
語
の
精
妙
さ
に
は
、
さ
ら

に
複
雑
な
事
情
が
あ
る
。
日
本
の
今
の
世
の
中
は
、
ど
う
も
自

分
の
言
語
の
、
日
本
語
の
そ
う
い
う
微
妙
な
と
こ
ろ
を
忘
れ
か

け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
漢
文
漢
詩
を
読
ん
で
い
て
、
ま
ず
驚
く
こ
と
は
、
少

し
習
熟
す
る
と
こ
れ
が
読
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
ぜ
、
こ

れ
が
読
め
る
ん
だ
ろ
う
、
と
現
代
の
人
間
は
考
え
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
よ
く
考
え
る
と
、
普
段
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
頭
の
中

で
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
、
普
通
の
文
章
を
読
む
時
に

も
。
そ
こ
で
い
ま
、
漢
文
漢
詩
を
中
国
の
古
典
と
し
て
読
む
こ

と
も
大
事
だ
け
れ
ど
も
、
日
本
語
と
し
て
、
古
く
か
ら
伝
え
ら

れ
た
日
本
語
と
し
て
読
む
こ
と
も
、
そ
う
し
て
日
本
語
を
振
り

返
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

－ ２１ －



②
『
の
ん
ち
ゃ
ん
の
ホ
ッ
チ
・
ポ
ッ
チ
』

３

言
葉
っ
て
何
だ
ろ
う｜

言
葉
と
は

リ
カ
ち
ゃ
ん
（
幼
稚
園
児
）

リ
カ
ち
ゃ
ん

の
ん
ち
ゃ
ん
、
英
語
ペ
ラ
ペ
ラ
？

の
ん
ち
ゃ
ん

ペ
ラ
ペ
ラ
と
は
し
ゃ
べ
ら
な
い
け
ど
、
自

分
の
考
え
を
言
う
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
わ
。
の
ん
ち
ゃ
ん

は
、
ペ
ラ
ペ
ラ
し
ゃ
べ
る
っ
て
い
う
言
い
方
は
好
き
じ
ゃ
な
い

ん
だ
あ
。

リ
カ
ち
ゃ
ん

ど
う
い
う
の
が
好
き
な
の
？

の
ん
ち
ゃ
ん

そ
う
ね
え
、
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を

ど
ん
な
ふ
う
に
言
っ
た
ら
聞
い
て
い
る
人
が
分
か
っ
て
く
れ
る

か
な
、
と
思
っ
て
し
ゃ
べ
る
の
が
い
い
と
思
う
わ
。
ペ
ラ
ペ
ラ

っ
て
い
う
言
い
方
は
、
な
ん
だ
か
聞
い
て
い
る
人
の
こ
と
を
考

え
な
い
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
の
ね
。

リ
カ
ち
ゃ
ん

ふ
ー
ん
。
リ
カ
も
ゆ
っ
く
り
し
ゃ
べ
る
。

の
ん
ち
ゃ
ん

早
く
し
ゃ
べ
っ
て
も
い
い
け
れ
ど
、
聞
い

て
い
る
人
が
分
か
ら
な
い
と
暗
号
に
な
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
？

リ
カ
ち
ゃ
ん

う
ん
。
「
言
葉
」
っ
て
お
も
し
ろ
い
ね
。

の
ん
ち
ゃ
ん

ね
え
、
こ
れ
か
ら
二
人
で
「
言
葉
」
を
つ

く
ら
な
い
？
た
と
え
ば
、
「
お
な
か
が
す
い
た
」
と
言
う
の
を

左
は
、
「
の
ん
ち
ゃ
ん
の
ホ
ッ
チ
・
ポ
ッ
チ
」
（
生

田
典
子
著
）
の
抜
粋
で
す
。

「
ホ
カ
ホ
カ
ヘ
イ
」
と
い
う
と
か
、
痛
い
を
「
タ
イ
タ
イ
」
と

か
、
あ
り
が
と
う
を
「
ク
ン
ク
ン
」
と
か
二
人
だ
け
に
通
じ
る

「
言
葉
」
を
つ
く
ら
な
い
？

リ
カ
ち
ゃ
ん

お
も
し
ろ
そ
う
。
じ
ゃ
あ
、
食
べ
た
い
を

「
ベ
タ
ベ
タ
」
、
ク
ッ
キ
ー
を
「
シ
イ
シ
イ
」
、
は
い
そ
う
で

す
を
「
ウ
シ
ウ
シ
」
に
決
め
よ
う
。

の
ん
ち
ゃ
ん

じ
ゃ
あ
始
め
ま
す
。
リ
カ
ち
ゃ
ん
、
「
ホ

カ
ホ
カ
ヘ
イ
？
」

リ
カ
ち
ゃ
ん

「
ウ
シ
ウ
シ
」

の
ん
ち
ゃ
ん

「
シ
イ
シ
イ
」
を
「
ベ
タ
ベ
タ
？
」

リ
カ
ち
ゃ
ん

「
ク
ン
ク
ン
」
。
あ
あ
、
お
い
し
か
っ
た

あ
！の

ん
ち
ゃ
ん
、
言
葉
っ
て
お
も
し
ろ
い
ね
。
自
分
た
ち
で
決

ま
り
を
つ
く
れ
ば
い
い
ん
だ
あ
。

の
ん
ち
ゃ
ん

リ
カ
ち
ゃ
ん
、
す
ご
い
。
言
葉
の
意
味
が

わ
か
っ
た
の
で
、
す
ご
い
。

リ
カ
ち
ゃ
ん

「
ク
ン
ク
ン
」
。
わ
ー
い
、
お
も
し
ろ
い

な
あ
。

言
葉
と
は
何
か

幼
稚
園
児
の
リ
カ
ち
ゃ
ん
と
二
人
で
過
ご
し
た
時
の
こ
と

だ
。
彼
女
は
「
言
葉
」
に
興
味
が
あ
る
ら
し
い
。
英
語
が
で
き

る
こ
と
が
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
も
い
る
ら
し
か
っ
た
。

（
以
下
略
）

－ ２２ －



 

漢

文

の
ペ
ー

ジ

漢

文

の
ペ
ー

ジ

女

媧

（
一
）

じ

よ

か

リ
テ

ノ

ヲ

テ

女

媧

練
二

五

色

石
一

以

ヒ

ノ

ケ
タ
ル
ヲ

チ
テ

ヲ

テ

補
二

天

闕
一

、
断
二

鼇

之

足
一

以

ツ

ヲ

ノ

立
二

四

極
一

。
其

後
、
共

工

与
二

ヒ

ル
ヲ

ト

リ
テ

レ

顓

頊
一

争
レ

為
レ

帝
、
怒

而

触
二

ノ

ニ

リ

ヲ

ツ

不

周

山
一

、
折
二

天

柱
一

、
絶
二

地

ヲ

ニ

ハ

キ

ニ

維
一

。
故

天

傾
二

西

北
一

、
日

月

キ

ニ

ハ

タ

星

辰

就
レ

焉
、
地

不
レ

満
二

東

ニ

ニ

ノ

ス

ニ

南
一

、
故

百

川

水

潦

帰
レ

焉
。

女
媧
は
、
人
類
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
創
造
の
女
神
。

共
工
と
顓
頊(

せ
ん
ぎ
ょ
く)

は
と
も
に
伝
説
上
の
神
。

西
北
に
高
い
山
が
そ
び
え
、
東
南
は
低
く
海
に

つ
な
が
る
世
界
（
中
国
）
の
地
形
の
由
来
を
説
く
、

豪
快
な
神
話
で
す
。

女
媧
五
色
の
石
を
練
り
て
以
て
天
の
闕
け
た
る

じ

よ

か

も
っ

か

を
補
い
、

鼇

の
足
を
断
ち
て
以
て
四
極
を
立

お
お
が
め

つ
。
其
の
後
、
共
工
顓
頊
と
帝
と
為
る
を
争
い
、

そ

せ
ん
ぎ
ょ
く

な

怒
り
て
不
周
の
山
に
触
れ
、
天
柱
を
折
り
、
地
維

ふ
し
ゅ
う

ち

い

を
絶
つ
。
故
に
天
は
西
北
に
傾
き
、
日
月
星
辰

じ
つ

げ
つ
せ
い
し
ん

焉
に
就
き
、
地
は
東
南
に
満
た
ず
、
故
に
百
川
の

こ
こ

つ

ひ
ゃ
く
せ
ん

水
潦
焉
に
帰
す
。

す
い
り
ょ
う

き

太
古
、
女
媧
は
、
様
々
な
鉱
石
を
溶
か
し
て
天
の

不
完
全
な
部
分
を
補
修
し
、
（
蓬
莱
山
を
も
背
負
う

と
い
う
）
大
海
亀
の
足
を
切
り
、
天
の
四
方
を
支
え

る
柱
を
立
て
た
。
そ
の
後
、
顓
頊
と
帝
位
を
争
っ
た

共
工
は
、
怒
っ
て
不
周
山
（
西
の
果
て
に
あ
る
と
さ

れ
る
崑
崙
山
脈)

に
頭
を
ぶ
ち
あ
て
て
、
天
の
支
柱
を

こ
ん
ろ
ん

折
り
、
大
地
を
つ
な
ぎ
止
め
て
い
る
綱
を
切
っ
て
し

ま
っ
た
。
天
は
西
北
に
傾
い
て
、
太
陽
と
月
と
星
は

西
北
に
落
ち
て
ゆ
き
、
大
地
は
東
南
の
方
が
あ
い
て
、

川
は
み
な
そ
の
東
南
の
へ
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

－ ２３ －



－ ２４ －

女 ｀じょか

女 練 リテ 五 色 ノ 石 ヲ 以 テ

補 ヒ 天 ノ 闕 ケタルヲ 、 断 チ

テ 鼇 之 足 ヲ 以 テ 立 ツ 四 極

ヲ 。 其 ノ 後 、 共 工 与 争

ヒ 為 ルヲ 帝 ト 、 怒 リテ 而 触

レ 不 周 ノ 山 ニ 、 折 リ 天 柱

ヲ 、 絶 ツ 地 維 ヲ 。 故 ニ 天

ハ 傾 キ 西 北 ニ 、 日月星 辰 就 キ

焉 ニ 、 地 ハ 不 満 タ 東 南

ニ 、 故 ニ 百 川 ノ 水潦 帰 ス 焉

ニ 。

女媧（じょか）の媧（ ）、
顓頊（せんぎょく）の顓（ ）と
頊（ ）は、JIS(第２水準以下)
にない漢字です。返り点とJISにない
漢字は、点字符号で入れてあります。

参照図書：岩波ジュニア新書『漢文の読み方』（奥平卓）



(横－１） － ２５ －

漢点字講習用テキスト

初級編 第１７回

３ 複合文字 （１）

６．漢数字および第一基本文字を部首とした文字 （６）

※「由 、曲 」を部首として含む文字一つずつ。

（１０３） 油 ユ ユウ あぶら

「さんずい」の右側に「由 」を置いた形の文字です。「由 」は、

口の細い壷を象った文字で、「油 」は、その口からたらたらと流れ出

す液体を表しています。たらたらと流れ出ることから、液体の〝あぶら

〟の意味に用いられるようになりました。漢点字では、「 （由）」と

「 （さんずい）」で表されます。左右が逆になって、さらに第二さん

ずいを採用しました。

「油田」「油井」「油脂」「油性塗料」「石油」「醤油」「機械油」「椿油」

「鬢付け油」

（１０４） 典 テン のり

「曲 」の下に「八 」を置いた形の文字です。「曲 」の形は、

古代の中国で作られていた竹簡を束ねた書物を象っていて、分厚い、重

厚な書物を意味しています。下の「八 」の形は、その書物を載せて

いる台です。古典の教え、基準となる原則を表す文字です。漢点字では、

「 （曲）」と「 （八）」で表されます。

「典型」「典拠」「辞典」「式典」「楽典」

※「心 」が下に付く文字二つ。

＊これまでに、「想 ・恋 ・思 」と、「心 」が下に付く文

字が三つ出て来ました。このように下に付く「心 」を、〝下心〟と呼

びます。立心偏と同様に、心の働きを表す文字です。

（１０５） 悪 アク オ わる‐い にく‐む わる

「亜 」の下に「心 」が置かれた形の文字です。「亜 」は、下

に押し下げられた形を表していて、ここでは「心 」を押さえつけられ



－ ２６ － (横－２）

た形、欲求不満な気持ちを表す文字です。そこから〝わるい、にくむ〟

という意味が生じました。また、漢文を読み下した場合､〝いずくにか〟

と読んで、〝どこに？〟と疑問の副詞に、〝いずくんぞ〟と読んで、

〝どうして？〟と、反問の副詞に解します。漢点字では、「 （亜）」

と「 （心）」で表されます。

「悪人」「悪意」「悪心」「悪事」「悪行」「険悪」「好悪」「嫌悪」「憎悪」

「悪者」「悪さ」「」意地悪」

（１０６） 応 オウ こた‐える

「广 」の下に「心 」が置かれた形の文字です。胸でしっかり受け

止める形を表していると言われます。相手の働きかけを受け止めて、そ

れに応えること、求めに応じること、また、手応えがある、ある行為に

対しての報いが来るという意味もあります。漢文を読み下した場合、「ま

さに…すべし」と読んで、当然…すべきである、…であるはずだと解さ

れます。漢点字では、「 （广）」と「 （心）」で表されます。

＊この文字は、熟語をなすとき、前の語が撥音（ん）で終わる場合、

音が「ノウ」となります。

「応答」「応対」「応接」「応諾」「応援」「応募」「応分」「応報」「応用

化学」「応急手当」「対応」「反応」「感応」「手応え」

※「系 」を部首として含む文字二つ。

（１０７） 係 ケイ かか‐る かかり

「人 偏」の右側に「系 」を置いた形の文字です。「系 」と同様、

ものごとが繋がる意味、人の繋がり、関わりの意味を表します。また、

〝かかり〟と読んで、ある仕事の担当者を指します。漢点字では、「

（人偏）」と「 （系）」で表されます。

「係争」「係数」「関係」「係助詞」「係長」「庶務係」

（１０８） 孫 ソン まご

「子 」の右側に「系 」を置いた形の文字です。血の繋がった子孫

を意味しますが、一般には二代下った子孫を言います。部首の「系 」

は、その繋がりを表しています。漢点字では、「 （子）」と「 （系）」

で表されます。

「子孫」「曾孫」



Ｅ－ＭＡＩＬ（岡田健嗣）： okada_tr_eib@ybb.ne.jp

横浜漢点字羽化の会 ＵＲＬ：http://ukanokai.web.infoseek.co.jp

《表紙絵 岡 稲子》 次回の発行は12月15日です。
※本誌(活字版･テープ版･ディスク版)の無断転載は固くお断りします。

民
主
党
の
新
政
権
が
発
足
し
、

そ
の
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
が
着
々

と
実
行
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
筋

と
し
て
は
正
し
い
の
で
し
ょ
う
が
、
八
ッ
場
（
や
ん
ば
）

ダ
ム
の
強
制
的
計
画
中
止
な
ど
、
は
た
か
ら
見
て
も
か
な

り
非
現
実
的
な
政
策
が
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
見
大
衆
受
け
は
す
る
け
れ
ど
も
、
実
際
上
は
予
算
の
裏

付
け
の
な
い
各
種
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
約
束
が
そ
の
ま
ま

実
行
さ
れ
る
と
、
結
果
と
し
て
日
本
経
済
の
致
命
的
な
崩

壊
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
、
恐
ろ
し
さ
が
脳
裏
を

か
す
め
ま
す
。

障
害
者
関
連
法
な
ど
の
合
理
的
な
見
直
し
が
な
さ
れ
る

の
な
ら
大
賛
成
で
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
ど
う
な
る
の

か
、
た
だ
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
見
守
っ
て
行
く
し
か
芸
は

な
さ
そ
う
で
す
。

点
字
プ
リ
ン
タ
ー
の
故
障
に
つ
い
て
は
、
何
と
か
そ
れ

を
直
し
て
く
れ
そ
う
な
メ
ー
カ
ー
が
見
つ
か
り
、
早
速
送

り
出
し
ま
し
た
。
無
事
故
障
が
直
っ
て
く
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

今
回
、
編
集
上
の
都
合
に
よ
り
「
見
果
て
ぬ
夢
を
」
は

お
休
み
し
ま
す
。

（
木
下

和
久
）

編

集

後

記

（有）横浜トランスファ福祉サービス
障害者自立支援法の下、障害者にガイドヘルパーを派遣して、外出を

支援しています。対象は、横浜市在住･在宅の、視覚・肢体・知的重度

障害者。

常時募集・ガイドヘルパー：資格・ホームヘルパー２級以上、および

視覚・肢体障害者移動介護研修修了。

業務概要：上記障害者の外出支援。詳細は担当・柳田まで。

〒231-0063横浜市中区花咲町1-46-1

GSプラザ桜木町1104

電話: 045-263-0306

FAX: 045-263-0316

－ ２７ －


